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平成平成2222年度養浜の概要年度養浜の概要

場 所 材 料 養浜量
宮崎海岸の侵食対
策に求められる機
能との対応

主な目的 備考

一ツ瀬川
右岸

（陸上）

一ツ瀬川河口
（富田漁港）
浚渫土砂

約3.5万m3 沿岸方向の流入
土砂の増加

○河口浚渫土砂の養浜への利用可能性
の検討
○二ツ立海岸、大炊田海岸への土砂供給

県漁港
との連携

石崎浜
（陸上）

大淀川掘削土砂
（仮置土砂含む）

約3.5万m3

沿岸方向の流入
土砂の増加

○河川掘削土砂の養浜への利用可能性
の検討
○住吉海岸、動物園裏等への土砂供給

国河川
との連携

一ツ瀬川水系
三財川掘削土砂

約0.7万m3 県河川
との連携

動物園北
（陸上）

宮崎港仮置土砂 約1.8万m3 急激な侵食
の抑制

○浜崖の後退箇所への土砂供給
○急激な侵食の抑制に資する養浜方法の
検討

－

住吉海岸
沖

（海中）

宮崎港航路拡幅
浚渫土砂

約5.3万m3

沿岸方向の流入
土砂の増加

○港湾浚渫土砂の養浜材としての利用可
能性検討
○効率的な養浜方法の検討（海中養浜）
○一ツ葉有料ＰＡへの土砂供給

国港湾
との連携

宮崎港マリーナ
航路浚渫土砂

約1.4万m3 県港湾
との連携

住吉海岸
離岸堤裏

（陸上）

宮崎港仮置土砂 約3.2万m3 沿岸方向の流入
土砂の増加

○離岸堤裏への土砂供給
県海岸
との連携

平成21年10月撮影
0 2(km)

動物園北石崎浜

住吉海岸沖
一ツ瀬川右岸

１．平成22年度養浜の実施状況
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住吉海岸離岸堤裏



（１）一ツ瀬川河口右岸（１）一ツ瀬川河口右岸

・材料 ： 一ツ瀬川（富田漁港）浚渫土砂

・養浜量： 約1.7万m3（H22.8月～10月）

約1.8万m3（H23.1月～2月） 合計3.5万m3

【目 的】

○一ツ瀬川河口浚渫土砂（砂質土）の養浜材としての利用可能性検討

○侵食が著しい箇所（二ツ立海岸、大炊田海岸） への土砂供給

【連 携】 ※漁港事業（県）と連携した養浜

１．平成22年度養浜の実施状況
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ダンプ運搬

漁港事業（県）により航路を浚渫
し、土砂を船で運搬

養浜箇所

浚渫浚渫

一ツ瀬川

浚渫浚渫

陸揚陸揚

ダンプ運搬＋ブルドーザで押し出し

養浜前：H23.1

養浜後：H23.2

海岸事業（国）により養浜



（２）石崎浜（２）石崎浜

・材料 ： 大淀川掘削土砂、三財川掘削土砂

・養浜量 ： 約4.2万m3 （H22.11月～H23.3月）

１．平成22年度養浜の実施状況
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【目 的】

○一ツ瀬川水系三財川、大淀川掘削土砂（細流材を含む土砂）の養浜材としての利
用可能性検討

○侵食が著しい箇所（住吉海岸、動物園裏北側等）への土砂供給

【連 携】 ※河川事業（国、県）と連携した養浜

土砂を海域へ押し出す

一部は陸域（後浜）に養浜

平面拡大イメージ

養浜箇所

河川事業（県、国）で運搬

石崎川

海岸事業（国）により養浜

ダンプ運搬

養浜材
（大淀川：細粒材含む）

後浜養浜（ほぐし）
ダンプ運搬＋ブル押し出し

ダンプ運搬＋ブル押し出し



（３）動物園北（３）動物園北
【目 的】

○浜崖の後退箇所への土砂供給

○急激な侵食の抑制に資する養浜方法の検討

養浜材料拡大写真

養浜箇所

１．平成22年度養浜の実施状況

・材料 ： 宮崎港仮置土砂 他

・養浜量 ： 約1.8万m3 （H23.1月～2月）

自然浜区域

護岸 護岸

断面イメージ

※ウミガメの産卵・孵化に対し、

・のり面勾配が急にならないように配慮

・表面ができるだけ固くならないように配慮

今回養浜土砂

↓これまでの養浜土砂
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※※自然浜区域の浜がけ後退が進む自然浜区域の浜がけ後退が進む

昨年度の台風18号通過直後
（H21.10.8）

海岸事業（国）により養浜

海岸事業（国）で運搬

ダンプ運搬＋ブル押し

浜崖頂部

後浜養浜

H23.3.5撮影

H23.1.17撮影



（４）住吉海岸沖（４）住吉海岸沖

【目 的】

○港湾浚渫土砂の養浜材としての利用可能性検討

○効率的な養浜方法の検討（海中養浜）

○侵食が著しい箇所（一ツ葉有料PA付近）への土

砂供給

【連 携】

※港湾事業（国・県）と連携した養浜

養浜材料拡大写真

１．平成22年度養浜の実施状況
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・材料 ： 宮崎港浚渫土砂

・養浜量 ： 約5.3万m3（国：海中養浜 H22.12月～H23.2月）

約1.4万m3（県：海中養浜 H22.12月）

平成21年10月撮影
0 2(km)

住吉海岸沖

浚渫（県）浚渫（県）

浚渫（国）浚渫（国）
港湾事業（国・県）により

航路を浚渫、土砂を運搬

港湾事業（国・県）により養浜

国：航路浚渫状況

国：養浜投入状況

H23.1.7撮影

H23.1.7撮影

海中養浜海中養浜



１基目２基目３基目４基目５基目６基目７基目８基目

離岸堤L=2,000m

（５）住吉海岸離岸堤裏（５）住吉海岸離岸堤裏
１．平成22年度養浜の実施状況
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海岸事業（県）により土砂を運搬

【目 的】

○離岸堤裏への土砂供給

【連 携】 ※海岸事業（県）との連携

・材料 ：宮崎港仮置土砂

・養浜量 ： 約3.2万m3 （H23.1月～2月）

海岸事業（県）により養浜

H23.1.18撮影

養浜状況（離岸堤背後）

H23.1.17撮影

養浜状況（離岸堤背後）

上図断面位置

養浜断面図



２．各種関連調査の実施状況２．各種関連調査の実施状況

養浜及び関連調査養浜及び関連調査
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各種関連調査年間各種関連調査年間実施状況実施状況

試験養浜
モニタリング

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

汀線・深浅測量 ○ ○
○

（イベント
時）

○
（広域）

○

底質調査 ○ ○ ○
（広域）

○

トレーサー調査 ○ ○ ○ ○
（広域）

底生生物調査 ○ ○ ○ ○

水質調査 ○ ○ ○

ウミガメ
調査

養浜土砂状況
調査（軟度） ○ ○ ○

産卵状況調査 ○

海岸利用調査 ○ ○ ○ ○ ○

波浪観測、流況観測
○

広域環境調査
（陸域、海域）

○：実施時期

波浪 流況

２．各種関連調査の実施状況
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（１）波浪観測調査の結果（１）波浪観測調査の結果 ～観測結果の概要～～観測結果の概要～

２．各種関連調査の実施状況
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目的 侵食対策検討のための外力データ（波高、周期、波向）の取得

内容 宮崎海岸(ネダノ瀬)（T.P-21m）、宮崎港防波堤沖（T.P-15m）に自記式
波高・波向計を設置し、波高、周期、波向を観測

結果 両地点で波高、周期は概ね同じ値を観測、波向は南に寄ると異なる傾向。
ただし、両地点の波向別エネルギー平均波を比較すると、有意な差はみら

れない。

2km0

宮崎港防波堤沖(T.P-15m)
観測：H22年5月27日～継続中

観測地点

宮崎海岸（ネダノ瀬）(T.P-21m)
観測：H22年2月3日～継続中

※等深線はD.L基準

波向の散布図

北系の波 南系の波
105

105

宮
崎
海
岸

105°

北系の波

南系の波

※波高1m以上の時の波向をプロット

出現回数(回)

波向別エネルギー平均波
（2006～2008、宮崎港防波堤沖）

回帰直線

■宮崎港防波堤沖
■宮崎海岸（ネダノ瀬）（左図の回帰直線より算出）

0.0 

0.4 

0.8 

1.2 

1.6 

2.0 

2.4 

NE ENE E ESE SE

波高(m)



（１）波浪観測調査の結果（１）波浪観測調査の結果 ～平成～平成2222年台風年台風1414号来襲時の波浪状況～号来襲時の波浪状況～

２．各種関連調査の実施状況
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内容 ・ 平成22年台風14号通過時の波浪状況を確認
結果 ・ 10月28日から波高が高まり31日まで継続。

・ 期間中の最大有義波高は10月30日に約5mに達した。
・ この期間内の波向は、海岸線に対し北方向から入射していた。

考察 ・ 10月30日の高波浪は、台風によるうねりと考えられる。
・ 10月30日の水位は12時頃～23時頃まで高く、この期間波の打ち上げが

高まり、浜崖の後退が進んだものと考えられる。

宮崎港

台風経路図

10/29 9:00

10/29 21:00

10/30 9:00

10/30 21:00

平均波向ベクトル

黒：有義波高（左軸）、赤：有義波周期（右軸）

宮崎海岸（ネダノ瀬）の観測波浪の時系列

水位（観測水
深）



（２）モニタリング調査結果（２）モニタリング調査結果 ～測量～～測量～

２．各種関連調査の実施状況
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目的 養浜箇所周辺の汀線位置及び測量区域内土砂量の変化を確認
内容 地形測量結果から養浜箇所周辺の汀線及び土砂量変化を、各測線で算出。

一ツ瀬川北～一ツ葉ＰＡレストハウス南側までの１０ｋｍ区間において比較を実施。

結果 土砂量は季節により変動が見られるが、同じ季節で比較すると概ね同程度である。
汀線位置については、概ね維持されている。【H20以降に投入した養浜量
は約５１万m3（H20年度：約20万m3，H21年度：約12万m3，H22年度：約19万m3 ）】

今後もデータを蓄積・分析し、長期的な観測の中で土量変化等の地形変化傾向を確認
していく。

測量区域全体での土砂量変化

単位：万m3
汀線位置(TP+0m)の変化状況



（２）モニタリング調査結果（２）モニタリング調査結果 ～測量～～測量～

２．各種関連調査の実施状況
- 13 -

目的 小丸川から宮崎港までの区間における地形変化および土砂変化量の確認
内容 広域地形測量の結果から、約1年毎の長期的な傾向と変化を確認。

・TP=0ｍの動き（浜幅の増減）を、汀線沿い200ｍ間隔で確認。

・各年の測量結果から、各区域ごとの土砂変化量を比較。
結果 H21からH22の１年間の傾向として、汀線については、ほぼ維持されている。

土砂量については、一ツ瀬川以南については、維持されている。小丸川～一ツ瀬
川については、一部減少傾向である。
今後もデータを蓄積し、長期的な観測の中で汀線及び土量変化等の傾向を確認し
ていく。

汀線位置変化状況（ＴＰ＝0ｍの動き，H21.12とH22.12の測量結果の比較）

（ｍ）

浜幅拡大

浜幅縮小

区分別土砂量変化状況 単位：万ｍ2



（２）モニタリング調査結果（２）モニタリング調査結果 ～広域底質（粒度・密度）調査～～広域底質（粒度・密度）調査～

目的 広域的な底質の分布状況を把握
内容 底質採取、粒度・密度分析調査（H22年度 養浜前：362地点）
結果 ・粒径0.5mm（粗粒砂）より粗い底質の分布範囲は以下のとおり

○H20年：一ツ瀬川右岸の汀線部、一ツ葉有料PA沖、住吉海岸南側の離岸堤沖
○H22年：動物園裏および石崎川の南北

・養浜箇所の前面で、粗い底質の分布がみられることが確認された。

２．各種関連調査の実施状況
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H22年11月調査結果（中央粒径分布）

石崎川

一ツ瀬川

石崎浜
住吉海岸 宮崎港

動物園裏

H20年11月調査結果（中央粒径分布）

石崎川

一ツ瀬川

石崎浜
住吉海岸 宮崎港

動物園裏



（２）モニタリング調査結果（２）モニタリング調査結果 ～養浜モニタ底質（粒度・密度）調査～～養浜モニタ底質（粒度・密度）調査～

目的 粒度組成から養浜土砂の岸沖（水深）方向の動きを把握
内容 養浜箇所周辺（H21：6測線、H22：7測線）において、標高1mピッチ

（T.P.-12m～陸上部）で底質を採取し、粒度・密度の分析を実施
結果

一ツ瀬川

２．各種関連調査の実施状況
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石崎川 一ツ葉有料PA

L-a
No.-56

L-b
No.-61

L-c
No.-66

L-d
No.-70

L-g
No.O19

L-e
No.-74

L-e
No.O3

：上のグラフ表示

ﾄﾗﾌ～ﾊﾞｰ

中礫(4mm<d<64mm)

小礫(2mm<d<4mm)

極粗粒砂(1mm<d<2mm)

粗粒砂(0.5mm<d<1mm)

中粒砂(0.25mm<d<0.5mm)

細粒砂(0.125mm<d<0.25mm)

極細粒砂(0.0625mm<d<0.125mm)

シルト・粘土(d<0.0625mm)

密度

○汀線付近の底質粒径：
・高波浪後（汀線後退時）や波浪の静穏化＋養浜などにより、
汀線部の底質は細粒化と粗粒化を繰り返す

○バー・トラフ付近の底質粒径：
・汀線付近ほど顕著ではないが、概ね汀線付近と同じ変化

養浜

養浜

養浜

養浜

養浜

養浜

No.-74

No.-61

養浜

養浜

No.-74

No.-61

汀線位置の変化 底質の変化（汀線、トラフ～バー）



（２）モニタリング調査結果（２）モニタリング調査結果 ～広域トレーサー調査～～広域トレーサー調査～

目的 養浜材の移動状況を把握
内容 トレーサー材の追跡調査（H22年度 養浜前）
・底質調査にあわせ広域トレーサー分析を実施（計362地点：海中部も含め面的に実施）

結果 ・4年以上前に投入したトレーサーはすべて投入位置の南側で確認された

・直近のH22年3月投入分は北側でも一部検出されたが、南側での確認が多かった
・これまで同様「長期的・広域的な沿岸漂砂の移動方向は南向き」の傾向

２．各種関連調査の実施状況
- 16 -

H18年1月（4年10ヶ月前）に投入
されたトレーサーの検出地点

H18年8月（4年4ヶ月前）に投入
されたトレーサーの検出地点

H22年3月（8ヶ月前）に投入さ
れたトレーサーの検出地点

トレーサー検出結果（H22年11月）

○は底質採取地点を示す

○は底質採取地点を示す

○は底質採取地点を示す



（２）モニタリング調査結果（２）モニタリング調査結果 ～底生生物調査～底生生物調査（生物相・生息底質環境）（生物相・生息底質環境）～～

目的 試験養浜施工後の生物生息環境（底生生物）の変化を把握
内容 養浜箇所周辺の7測線（各測線6点）で、底生生物と底質を調査（全42点）

結果 【生物相】
・汀線付近～トラフ・バー：節足動物門が優占、出現個体数は少ない
・沖側：軟体動物門（貝類）が優占、出現個体数は多い

【生息環境：底質】
・有機物の指標であるCOD，TOCとも岸側より沖側がやや高い

・これまで同様、養浜前後で生物相・生息環境の傾向に大きな変動はみられない

２．各種関連調査の実施状況
- 17 -

L-b-1
（No.-61）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

12月 3月 5月 9月 11月 3月 5月 8月 11月 2月

H20 H21 H22 H23

個
体

数

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

C
O

D
，

T
O

C
（
m

g
/
g
）

L-b-3
（No.-61）

12月 3月 5月 9月 11月 3月 5月 8月 11月 2月

H20 H21 H22 H23

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

C
O

D
，

T
O

C
（
m

g
/
g
）

L-b-4
（No.-61）

12月 3月 5月 9月 11月 3月 5月 8月 11月 2月

H20 H21 H22 H23

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

C
O

D
，

T
O

C
（
m

g
/
g
）

L-b-6
（No.-61）

12月 3月 5月 9月 11月 3月 5月 8月 11月 2月

H20 H21 H22 H23

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

C
O

D
，

T
O

C
（
m

g
/
g
）

2,767
4,790

L-e-1
（No.-74）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

12月 3月 5月 9月 11月 3月 5月 8月 11月 2月

H20 H21 H22 H23

個
体

数

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

C
O

D
，

T
O

C
（
m

g
/
g
）

L-e-3
（No.-74）

12月 3月 5月 9月 11月 3月 5月 8月 11月 2月

H20 H21 H22 H23

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

C
O

D
，

T
O

C
（
m

g
/
g
）

L-e-4
（No.-74）

12月 3月 5月 9月 11月 3月 5月 8月 11月 2月

H20 H21 H22 H23

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

C
O

D
，

T
O

C
（
m

g
/
g
）

L-e-6
（No.-74）

12月 3月 5月 9月 11月 3月 5月 8月 11月 2月

H20 H21 H22 H23

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

C
O

D
，

T
O

C
（
m

g
/
g
）

H20養浜 H21養浜 H22養浜

採取地点

L- # -1
2 3

4
5

6

L-a
No.-56

L-c
No.-66

L-d
No.-70

L-g
No.O19
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L-b
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L-e
No.-74



北400m 北200m 北端 中央 南端 南200m 南400m

16 16 16 25 20 22 21

21 23 17 1413 308 136 55

32 34 35 1869 723 204 75

33 28 27 326 79 78 83

26 69 65

波浪時
2/16 干潮

石崎浜養浜区間

採水条件

波浪時
2/16 満潮

静穏時
1/26 満潮

静穏時
1/26 干潮

翌朝工事前
1/27 上げ潮

北400m 北200m 北端 中央 南端 南200m 南400m

20 16 18 1747 1119 276 342

20 18 18 20 28 25 33

19 17 15 98 75 98 141

16 19 23 27 25 33 35

17 13 26

静穏時
1/25 干潮

波浪時
1/28 満潮

一ツ瀬川右岸養浜区間

採水条件

静穏時
1/25 満潮

波浪時
1/28 干潮

翌朝工事前
1/26 上げ潮

（２）モニタリング調査結果（２）モニタリング調査結果 ～養浜中の水質（濁り）調査～～養浜中の水質（濁り）調査～

目的 養浜時における濁りの拡散状況の把握
内容 養浜期間中、汀線付近での濁り調査を実施（採水、濁度計測、SS分析）
結果 ・期間中の波向に依存し南側への拡散顕著、海水が到達する満潮時が濁りやすい

・静穏時より波浪時の方が時間経過後の濃度は極端に下がる傾向（拡散しやすい）

・干潮時や翌朝工事前には概ね清浄な状態に戻る

２．各種関連調査の実施状況
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調査期間中の濁りは
概ね南側に拡散

調査期間中の濁りは
概ね南側に拡散

採水写真の表示箇所採水写真の表示箇所

波向 波向石崎浜一ツ瀬川右岸
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産卵地点
(58箇所)

動物園北
養浜産卵地点

動物園養浜
H21養浜天端

動物園北
H22養浜斜面

動物園北
H22養浜天端
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H22養浜

一ツ瀬川右岸
H22養浜

最小値

平均値

最大値

(㎝)

（２）モニタリング調査結果（２）モニタリング調査結果 ～固結調査：アカウミガメに配慮した養浜～～固結調査：アカウミガメに配慮した養浜～

目的 アカウミガメの産卵に配慮した養浜の実施状況の確認
内容 養浜前後において砂の軟度を計測（現位置における貫入状況調査）
結果 ・養浜表面のほぐしの結果、H22のアカウミガメ産卵箇所の平均程度の

砂の軟度を確保できていることを確認
・H21年度養浜部と比較した場合、深さ１ｍまでの軟度が向上

２．各種関連調査の実施状況
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動物園北養浜産卵地点 動物園北_H21養浜天端 動物園北_H22養浜斜面 石崎浜_H22養浜一ツ瀬川右岸_H22養浜前 一ツ瀬川右岸_H22養浜

養浜後ほぐし
↓

軟度の基準程度

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ

ｱｶｳﾐｶﾞﾒの産卵巣の深さ（最深1m）

（軟度の基準）

※図の見方
深さ10cmごと
貫入するオモリ
の落下回数

10cm以上
貫入できず

養浜後ほぐし
↓

軟度の基準程度
10cmより深
い部分は硬め

養浜後ほぐし
↓

軟度の基準程度

養浜箇所への産卵状況
（H22.5.17）

方法②：深さ1mまでの貫入試験
打撃回数で軟度を評価（下図）

方法①：面的な軟度分布の把握
表面貫入量を数地点計測（左図）方法②

H22養浜前 H22養浜後方法①

養浜前調査で
も基準と同程度

産卵可能な
軟度の基準

産卵可能な砂の軟度

養浜砂のほぐしによるステップアップ



（（３）海岸の利用調査の結果３）海岸の利用調査の結果 ～利用実態調査結果～～利用実態調査結果～

目的 海岸の利用実態の把握
内容 現地における分布調査と聞き取り調査
・調査箇所：5箇所＋比較対象1箇所 （下図参照）
・頻度：H22年7,9,11月、H23年1月,3月 月2日（平日・休日） 日の出～日没の毎正時

結果

P1P2P3P4P5
P0

P0：ｻﾝﾋﾞｰﾁ・ｻﾝﾏﾘｰﾅ（比較対象）
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（P0：人）比較対象合計

2,186

サーフィン
釣り
休憩
散歩・ジョギング・サイクリング
海水浴
マリンレクリエーション
その他レクリエーション
環境活動

全時期・全調査時間・全利用形態の活動分布位置図（延べ人数）

注）利用形態の○は利用範囲を示す。調査時（概ね毎正時）の位置であるため、漁船等は実際には移動途中である。

一ツ瀬川 石崎川
一ツ葉有料PA

・期間中の利用者数（延べ人数）は、
5,589人（10日間）であった

・全般にサーフィン、散歩、釣り利用の
順で多かった

・利用者は、海岸へのアクセスポイント
に集中しやすい傾向にあった

・一部で、海域の輻輳利用（ｻｰﾌｨﾝと漁
船、ｻｰﾌｨﾝと釣りなど）も見られた

※毎正時の調査のため、長時間滞在者は複数回カウントされている
※グラフから漁船は除いている

夏季のｻｰﾌｨﾝ利用が多かったため
（ｻｰﾌｨﾝ利用が比較的長時間であることも一因）

２．各種関連調査の実施状況



（（４）広域環境調査結果４）広域環境調査結果 ～～海域環境調査（砕波帯付近、汀線付近）海域環境調査（砕波帯付近、汀線付近）～～
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■海域環境調査（砕波帯付近）
○確認された魚類（生態系上位）のうち

砂浜性代表種であるカレイ目は一ツ
瀬川以北で安定傾向、侵食がみられ
る宮崎海岸では地点・季節変動が大
きい傾向

→それぞれの地点で傾向あり 0
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魚介類調査-カレイ目：個体数・種数

■海域環境調査（汀線付近）
○一般に波浪の影響を強く受ける汀線付近の生物群（特に底生動物）は、出現種数はやや安定している

が、個体数は変動が大きい傾向。 →毎年ほぼ同様の傾向
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※H21春：St.2以外の7地点は5月末の波浪直後の調査結果
底生動物調査：種数 底生動物調査：個体数

砕波帯付近：砂浜性魚類（カレイ目） 汀線付近：主な出現生物（個体数多寡不安定）

アミ類

目盛1mm

ﾊﾏｽﾅﾎﾘｶﾞﾆ ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲｸﾛｳｼﾉｼﾀﾋﾗﾒ

変動が大きい出現状況

２．各種関連調査の実施状況



（（４）広域環境調査結果４）広域環境調査結果 ～～陸域環境調査（鳥類調査、植生断面調査）陸域環境調査（鳥類調査、植生断面調査）～～
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■植生断面調査
○侵食が著しいL2（動物園裏）、L4（KDDI裏）で浜崖の滑落とともに一部植生が消失

○地形が安定したそれ以外の測線はほぼ変化なし
→植生が依存する地形とともに変化する傾向

■鳥類調査（コアジサシ：環境省；絶滅危惧Ⅱ類、宮崎県；絶滅危惧ⅠB類）
○一ツ瀬川河口右岸砂嘴（植生がなく広い海浜部）で大規模な集団繁殖を確認（H22.5～8月）

○それ以外の周辺箇所では小丸川河口でもわずかに繁殖

→繁殖まで至らなかった昨年度と異なる傾向

確認地点
営巣・繁殖 採餌・休憩

H20 H21 H22 H20 H21 H22

（小丸川河口） ― ― ○ ― ― ○

一ツ瀬河口左岸 ○ × × ○ ○ ○

一ツ瀬河口右岸 ○ × ◎ ○ ○ ○

石崎川河口 ○ × × ○ ○ ○

（一ツ葉入江） ― × × ○ ○ ○
H22年撮影

ｺｱｼﾞｻｼ卵 ｺｱｼﾞｻｼ雛 ｺｱｼﾞｻｼ親・幼鳥

宮崎海岸周辺におけるこれまでのｺｱｼﾞｻｼの利用状況

（◎：多く確認・成功、○：確認・成功、×：確認されず・失敗、―：不明）

ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ、
ﾅｶﾞﾐﾉｵﾆｼﾊﾞ等が消失

ﾈｺﾉｼﾀ、ｵﾆｼﾊﾞ等
が消失

H22調査断面：L4（KDDI裏） H22調査断面：L2（動物園裏）

浜崖：
H20以降毎年5m後退

浜崖：
H21以降3m後退

一ツ瀬川
石崎浜海岸大炊田海岸 住吉海岸

宮崎港宮田川小丸川

大淀川

LL--77 LL--22

L-1L-5

LL--44 LL--33
侵食侵食 侵食侵食動態安定動態安定動態安定動態安定

H20横断地形

H21横断地形

２．各種関連調査の実施状況



※調査結果の代表種や指標種を掲載.

ｱﾐ類、ｺﾞｶｲ類、ﾁｮｳｾﾝﾊﾏｸﾞﾘ

ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ、ﾋﾒﾊﾞｶｶﾞｲ

ﾁﾄﾞﾘ

ｼｷﾞ

動物プランクトン群

Oncaea spp.

Oithona similis 等

陸　域海　域

ﾅｶﾞﾐﾉｵﾆｼﾊﾞ

イタチ、イヌ等の大型ほ乳類※

ヘビ等の爬虫類※

ﾐｻｺﾞ ﾊﾔﾌﾞｻ

ｺｱｼﾞｻｼｶﾚｲ目　ﾏｱｼﾞ

ｼﾛｷﾞｽ　ﾆﾍﾞ

ア

カ

ウ

ミ

ガ

メ
ﾈｽﾞｯﾎﾟ　ｶﾏｽ

ｺｳﾎﾞｳﾑｷﾞ

海浜性肉食昆虫類等

（ﾊﾝﾐｮｳなど）

ﾊﾏﾍﾞﾊﾞｴ

ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ

ﾊﾏﾍﾞﾂﾁｶﾒﾑｼ

ﾊﾏｽｽﾞ

ﾊﾏﾍﾞﾊｻﾐﾑｼ

ネズミ等の小型ほ乳類※

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ、ｲｼｶﾜｼﾗｳｵ

植物プランクトン群
大型海藻類

ｵｵﾆﾍﾞ、ﾋﾗﾒ

ｽｽﾞｷ、ﾏｺﾞﾁ

ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ、ﾊﾏﾆｶﾞﾅ

ｹｶﾓﾉﾊｼ

ﾈｺﾉｼﾀ

ｵｶﾋｼﾞｷ

ﾊﾏｺﾞｳ

ｵﾆｼﾊﾞ、ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ ﾁｶﾞﾔ

ﾊｲｷﾋﾞ

ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ

ﾊﾙｾﾞﾐｳﾐﾎｿﾁﾋﾞｺﾞﾐﾑｼ

ﾔﾏﾓﾓ、ﾄﾍﾞﾗ

ﾊﾏﾋｻｶｷ、ﾋﾒﾔﾌﾞﾗﾝ

ﾊﾏｻｵﾄﾒｶｽﾞﾗ

ｸﾛﾏﾂ、ﾅﾜｼﾛｸﾞﾐ

※未調査のため推定.

環境区分

上位
消費者

陸域生態系

海域生態系

ｵｵﾆﾍﾞ ﾋﾗﾒ

ｽｽﾞｷ

上位性種

海浜性 半海浜性(海) 半海浜性(陸) 海岸内陸性

ﾊﾔﾌﾞｻ

ﾐｻｺﾞ

ｺｱｼﾞｻｼ

ｼﾛｷﾞｽ

ｱﾐ類

珪藻類

動ﾌﾟﾗ
下位

消費者

生産者

0.05mm

0.1mm

1cm

10cm

10cm

10cm
10cm

ﾊﾏｺﾞｳ

ｴﾘｻﾞﾊﾝﾐｮｳ

ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ

翼開長：50cm

翼開長：110cm

翼開長：160cm

体長15mm

体長3mm

長さ60cm

体長：170cm

ｱｶｳﾐｶﾞﾒ

■宮崎海岸における生態系の連関構造の概念
○これまでの現地調査による確認種や指標種をもとに宮崎海岸における生物生態系の連関を整理
○今後の調査では、「生態系としての繋がり」や生物生息環境の「場」における中長期的な変化にも注目

23

（４）（４）広域環境調査広域環境調査結果結果 ～～宮崎海岸における生態系ピラミッド宮崎海岸における生態系ピラミッド～～
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横断連続性イメージ

宮崎海岸版

生態系ﾋﾟﾗﾐｯﾄﾞ

２．各種関連調査の実施状況



３．平成２３年度３．平成２３年度 関連調査の予定関連調査の予定

養浜及び関連調査養浜及び関連調査

- 24 -



各種関連調査各種関連調査年間年間計画計画（予定）（予定）
○：実施予定（平成23年度）

３．平成23年度関連調査の予定
- 25 -

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

施工予定期間

汀線・深浅測量 ○ ○ ○
（広域）

○

底質調査 ○ ○ ○ ○

底生生物調査 ○ ○ ○ ○

付着生物・魚介類調査 ○ ○ ○ ○

水質調査 ○ ○

広域環境調査（海域） ○ ○

広域環境調査（陸域） ○

アカウミガメ調査 ○ ○

流況観測 ○

波浪観測
宮崎海岸（海象計＋レーダー観測）

流向・流速観測

鳥類
植物

基礎データの蓄積 施工のモニタリング

カメラ観測

産卵状況調査 固結調査 固結調査

△：状況に応じて実施



資料編（広域環境調査の実施状況）資料編（広域環境調査の実施状況）

養浜及び関連調査養浜及び関連調査
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27

これまでの調査に対する効率化・重点化これまでの調査に対する効率化・重点化
広域環境調査の実施状況

- 27 -

一ツ瀬川 石崎川 石崎浜海岸大炊田海岸
住吉海岸

一ツ葉有料PA

宮崎港宮田川小丸川
St.1St.2St.3St.4St.5St.6St.7St.8

大淀川
L-8 L-7 L-6

L-2 L-1

鳥類相定点

植物調査（汀線から幅150m程度）、鳥類相調査→コアジサシ調査

L-5 L-4 L-3

補足調査（任意）

昆虫類補足

鳥類相定点

河口域底生動物

L-1～5，7で、海域生物・植生断面調査を実施 昆虫

毎年実施

L-1~8の8測線 L-1~5，7の6測線（一ツ瀬川より北側の2測線を減）

①測線(地点)数の減：全項目

H21年度まで H22年度から
効効

率率

化化

②調査頻度の減：事業の効果・影響の発現が即時性を伴わない項目※

※植物相、植生図作成、鳥類相、昆虫、河口域底生動物、まき刺網（魚介類）

5年に1回の実施（期間をおいて再度調査）

H21年度まで H22年度から

重重
点点
化化

①コアジサシ利用実態調査：指標種への影響・効果を把握するため

鳥類全般を調査 コアジサシを重点化（利用行動、人為的影響など）

H21年度まで H22年度から

※グレー文字：H22年度の調査から効率化された項目

○広域環境調査の趣旨：海岸環境に関する基礎データを取得する。
⇒陸域から海域にかけて調査ラインを設定し、生物環境を把握する。また、調査結果を侵食対策の検討につなげる。



28

調査項目と調査時期（調査項目と調査時期（H22H22年度）年度）
広域環境調査の実施状況
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区
分

項 目

調査時期（年度）

備 考春季（5-6月） 夏季（7-8月） 秋季（9-11月） 冬季（12-2月）

19 20 21 22 19 20 21 22 19 20 21 22 19 20 21 22

陸
域
調
査

植

物

植物相 － ● ● － ● ● ● － H20d調査から

一ツ瀬川北側
エリア追加，植
生断面調査追
加

植生図 ● ● ● －

植生断面 － ● ● ●

鳥 類 － ● ●
●
ｺ

● ● ●
●
ｺ

● ● ● － ● ● ● －
H22dはｺｱｼﾞｻ

ｼを重点化

底生動物(河口域) － ● ● － ● ● ● － H22dから効率化

陸上昆虫類 － ● ● － － ● ● －
H20d追加
H22dから効率化

アカウミガメ ● ● ● ● 養浜ﾓﾆﾀで実施

海
域
調
査

汀
線
付
近

底生動物 － ● ● ● － ● ● ●

H22dより測線
を8本→6本に

効率化

底 質 － ● ● ● － ● ● ●

幼稚仔 － ● ● ● － ● ● ●

浮遊生物 － ● ● ● － ● ● ●

付着生物 － ● ● ● － ● ● ●

海
域
調
査

砕
波
帯
付
近

魚介類 － ● ● ● ● ● ● ●
H22dより測線
を8本→6本に

効率化

底生動物 － ● ● ● ● ● ● ●

底 質 － ● ● ● ● ● ● ●

■広域環境調査：主にH19年度以降実施中（小丸川南～宮崎港北を基本）

●：実施済み ―：実施なし、効率化された箇所 ■：調査を設定していない項目・時期

H22d以降いずれの項目とも5年
に1回の調査に効率化。

ｺｱｼﾞｻｼ調査
として重点化

調査項目・時期・回数
は変更なし。
調査測線数を8→6測線
に効率化。



■鳥類調査（コアジサシ：環境省；絶滅危惧Ⅱ類、宮崎県；絶滅危惧ⅠB類）
背景（目的） ：平成21年度は沿岸一帯で繁殖まで至らなかった →今年度で重点化して調査を実施

結果：今年度は一ツ瀬川河口右岸砂嘴（植生がなく広い海浜部）で大規模な繁殖集団を確認（5～8月）

それ以外の周辺箇所では小丸川河口でもわずかに繁殖

→繁殖まで至らなかった昨年度と異なる傾向

⇒今後の事業の上では繁殖活動（場・時期等）の妨げとなるような事象の分析が必要

29

H22H22年度調査の概要（コアジサシ調査）年度調査の概要（コアジサシ調査）
広域環境調査の実施状況
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○：定点調査4地点、参考地点：6地点
ラインセンサス：沿岸約20km

参考地点：
大淀河口

丸島
高松橋

参考地点：
小丸河口
小丸大橋
竹鳩橋

★今年度大繁殖

確認地点
（括弧は参考地点）

営巣・繁殖 採餌・休憩

H20 H21 H22 H20 H21 H22

（小丸川河口） ― ― ○ ― ― ○

一ツ瀬川河口左岸 ○ × × ○ ○ ○

一ツ瀬川河口右岸 ○ × ◎ ○ ○ ○

石崎川河口 ○ × × ○ ○ ○

一ツ葉入江 ― × × ○ ○ ○

宮崎海岸周辺におけるこれまでのｺｱｼﾞｻｼの利用状況

（◎：多く確認・成功、○：確認・成功、×：確認されず・失敗、―：不明）

☆今年度わずかに繁殖

一ツ瀬川 石崎川

石崎浜大炊田海岸 住吉海岸

宮崎港

宮田川小丸川

大淀川
堀之内海岸

※参考地点：過去に繁殖履歴があった箇所

ｺｱｼﾞｻｼ雛 ｺｱｼﾞｻｼ親・幼鳥

H22年8月撮影



■植生断面調査
背景：定量情報を簡便に入手できる方法として経年で継続調査（植生図・植物相調査は効率化（減））
結果：侵食傾向にあるL-2,4では侵食（地盤の滑落）により植生の一部が消失

砂浜動態が安定したL-3,7は昨年からほぼ変化なし（一部半安定帯は飛砂堆積で植物埋没）
→植生が依存する地形とともに変化する傾向

30

H22H22年度調査の概要（植生断面調査）年度調査の概要（植生断面調査）
広域環境調査の実施状況
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L-2（動物園裏）：H22で浜崖約3m後退 L-4（ＫＤＤＩ裏）：毎年浜崖5m後退

H20
（10月）

H21
（10月）

H22
（10月）

激しい侵食箇所

安定帯 半安定帯 不安定帯

激しい侵食箇所

H21養浜土の残地→

ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ、
ﾅｶﾞﾐﾉｵﾆｼﾊﾞ等が消失（H22）

ﾈｺﾉｼﾀ、ｵﾆｼﾊﾞ等が消失（H22）

汀線（TP1.09）：
毎年数m後退

汀線：
30m後退後
5m前進

半安定帯（海浜型）

一ツ瀬川
石崎浜海岸大炊田海岸

住吉海岸

一ツ葉有料PA

宮崎港宮田川小丸川

大淀川

L-7 L-2 L-1L-5 L-4 L-3

侵食 侵食動態安定動態安定
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d50(mm)

0

5

10

15

20

種数/㎡

その他

節足動物門

環形動物門

軟体動物門

d50_H22冬

d50_H22春

d50_H21冬

d50_H21春

d50_H20冬

d50_H20春

（年度）

底質粒径の変動小

養浜
(動物園)

養浜
(一ツ瀬)

養浜
(石崎)

低
気
圧

低
気
圧 T

0
8
0
5

一ツ瀬川

調査前1ヶ月以内の波浪(>3m)
調査前3ヶ月以内の養浜

8.608

■汀線付近（底生動物調査）
・主な出現種は節足動物（アミ類,ドロクダムシ,ハマスナホリガニ）と軟体動物（フジノハナガイ等）

・個体数が変動的（増）な種はアミ類がほとんど
→地点・季節の差は明瞭でなく、パッチ状に分布する生態的な特性を反映した結果と推定
→加えて春季は断続的な高波浪により、底生動物の分布と底質が攪乱されていると推定

⇒いずれも自然条件の中で変化する傾向

31

H22H22年度調査の概要（海域環境調査）年度調査の概要（海域環境調査）
広域環境調査の実施状況

- 31 -

※H21春：St.2以外の7地点は5月末の波浪直後の調査結果
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■汀線付近（幼稚仔調査）
・主な出現種は節足動物（アミ類, ヨコエビ類）と脊椎動物（イシカワシラウオ,カタクチイワシ等）

・個体数が変動的（増）な種はイシカワシラウオとアミ類

→地点・季節の差は明瞭でなく、パッチ状に分布する生態的な特性を反映した結果と推定

・St.1（離岸堤背後）では定常的に脊椎動物が少なく年によってアミ類が増加する傾向あり

→離岸堤背後の静穏域であるため遊泳力が弱いアミ類が分布しやすいと推定

⇒いずれも自然条件の中で変化する傾向

ｲｼｶﾜｼﾗｳｵ ｶﾀｸﾁｲﾜｼｱﾐ類 ﾖｺｴﾋﾞ類

※H21春：St.2以外の7地点は5月末の波浪直後の調査結果
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■砕波帯付近（底生動物調査）
・主な出現種は軟体動物：巻貝類,二枚貝類、環形動物：ゴカイ類、節足動物：エビ・カニ類、その他（棘皮類）：

ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ等であり、比較的幅広い

→経年で比較すると養浜の有無（箇所）に係わらず全体的に増加傾向（多様性が高まる傾向）

・個体数は軟体動物のバカガイ類,ヒメカノコアサリ、アミ類などが変動的（増）
→変動の傾向は地点・季節とは関係ない傾向（ﾊﾞｶｶﾞｲ科：H21春（ほぼ全地点）、ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘ：H21冬（St.2,4沖）で増 ）

⇒いずれも周辺沿岸一帯で起きる自然の中での事象、中長期的な年変動によるものと推定

アミ類ﾋﾒｶﾉｺｱｻﾘﾊﾞｶｶﾞｲ科

底生動物調査：種数 底生動物調査：個体数

確認される代表的な種
（いずれも個体数変動あり）

一ツ瀬川 石崎川
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■砕波帯付近（魚介類調査-軟体動物）
・主な出現種は腹足綱：ｼﾏﾐｸﾘｶﾞｲ,ﾂﾒﾀｶﾞｲ,ｷｻｺﾞ等、二枚貝綱：ﾋﾒﾊﾞｶｶﾞｲ,ﾐｿﾞｶﾞｲ等

→腹足綱の出現種数に季節的変動等はみられないが二枚貝綱は冬季にやや多くなる傾向あり
→春季調査前後に放出された幼生の着生や冬季の低波浪（生物の定着性）が関係と推定

・個体数は腹足綱：ｼﾏﾐｸﾘｶﾞｲ,ﾂﾒﾀｶﾞｲ,ｷｻｺﾞ、二枚貝綱：ﾋﾒﾊﾞｶｶﾞｲなどが変動的（増）
→腹足綱は冬季に増える傾向、二枚貝綱は季節変動はほぼないがH22春ではﾋﾒﾊﾞｶｶﾞｲが増

⇒いずれも周辺沿岸一帯で起きる自然の中での事象、中長期的な年変動によるものと推定
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■砕波帯付近（魚介類調査-節足・棘皮動物）
・主な出現種は節足動物：ｻﾙｴﾋﾞ,ｷﾝｾﾝｶﾞﾆなど、棘皮動物：ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ,ﾋﾗﾓﾐｼﾞｶﾞｲなど

→種数は節足動物・棘皮動物とも変動するが季節による明確な傾向はみられない

・個体数は節足動物：ｻﾙｴﾋﾞ,ﾄｹﾞﾄｹﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ、棘皮動物：ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ,ﾋﾗﾓﾐｼﾞｶﾞｲなどが変動的（増）
→節足動物はSt.1,2で棘皮動物はSt.2,3で多く、いずれも漂砂流末部の南側で多くなる傾向あり
⇒今後は漂砂流末部に注目しつつ、ｻﾙｴﾋﾞ等の水産有用種やﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ等砂浜性種の動態に留意

きょく ひ

ｻﾙｴﾋﾞ ﾊｽﾉﾊｶｼﾊﾟﾝ ﾋﾗﾓﾐｼﾞｶﾞｲ ﾄｹﾞﾄｹﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ
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■砕波帯付近（魚介類調査-砂浜底生性魚類）
※魚類のうち砂浜性海岸に依存する種を指標としカレイ目（ｳｼﾉｼﾀ,ﾋﾗﾒ等）とシロギスに注目

・カレイ目はSt.1～5で出現数に変動がみられるが、砂浜動態が安定したSt.6,7では比較的安定して出現

・シロギスは全体的に出現数が少ないが、 St.3～7で出現頻度が多くなる傾向あり

→今後も砂浜性海岸の回復との連関から、指標として注目

ｼﾛｷﾞｽｸﾛｳｼﾉｼﾀｻｻｳｼﾉｼﾀｼﾏｳｼﾉｼﾀﾋﾗﾒ
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安定した
出現状況

魚介類調査-カレイ目：個体数・種数 魚介類調査-シロギス：個体数・種数

魚類のうち
砂浜性海岸での指標種
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変動が大きい出現状況


